
出入管理施設の竣工時期の変更について（１）

当社は、Ｊヴィレッジの出入管理機能（スクリーニングや保護衣類及び放射線測定器の着用）を

福島第一原子力発電所に移転するため、同発電所正門近傍に出入管理施設を建設中。

 Ｈ２４年８月に着工し、本年度末目途に竣工する予定であったが、以下の要因により、竣工予定

時期をＨ２５年６月末に変更。

① 設置場所にあったサービスホールの解体に伴って発生するガレキの保管場所に関する調整に

時間を要し、１ヶ月程度建屋の着工が遅延。

② 当初、機器据付工事期間として１ヶ月を見込んでいたが、機器メーカーとの調整の結果、

機器据付・ケーブル布設・試験等を含め、更に２ヶ月以上を要することが明らかになった。
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出入管理施設の竣工時期の変更について（２）

 工期短縮に対するこれまでの取り組み

 ガレキを運搬するダンプ車を増やし、夜間輸送を実施。

 建築部材の事前製作により、現場での工事量を削減。

 変更後の工程を維持する今後の取り組み

 工程調整による建屋建築工事と機器据付工事間の干渉
回避。

 工程調整会議には建築工事請負会社と機器メーカーに
も参加して頂き、ショートタームで情報共有と細部検
討を実施し、工程を管理。
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出入管理施設の竣工時期の変更について（３）

（※）H25年１月下旬に運用開始予定。

①．出入管理に対する影響回避

● 出入管理施設の竣工に伴い、人員のスクリーニング、防護衣類の着脱、放射線測定

器の着用の機能をＪヴィレッジから福島第一原子力発電所に移転することを計画。

● 出入管理施設の運用開始までは、上記機能をＪヴィレッジにて継続実施させていただ

くことで対応が可能。

②．福島第一原子力発電所の安定化作業に対する影響回避

● 出入管理施設内に設置する分析施設において、多核種処理設備による処理水、５・６

号機サブドレン水の水質分析を実施する計画。

● 分析施設の運用開始までは、増設中の５・６号機分析設備（※）、社外分析機関への

依頼することにより対応する。
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【参考１】１Ｆ構内における施設配置計画図
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【参考２】出入管理施設配置計画図
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【参考３】詳細工程表

化学分析棟

出入管理棟２
（装備着脱棟）

出入管理棟１

準備工事

６月５月４月３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月

Ｈ２５年度Ｈ２４年度

建屋建築工事

建屋建築工事

機器据付工事

機器据付工事

建屋建築工事

機器据付工事

がれき仮移動

サービスホール撤去

がれき構内移動

６


